
は
じ
め
に

　

現
在
の
教
育
現
場
で
は
、「
主
体
的
で
対
話
的
な
深

い
学
び
」
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
際
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
革
が
進
ん

で
い
る
。
私
の
勤
務
校
で
も
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
、

Ａ
Ｌ
研
究
会
が
自
主
的
に
立
ち
上
が
り
、
各
教
科
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業
づ
く

り
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
平
成
三
〇
年

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
本
校
の
教
育

研
究
会
で
の
研
究
授
業
・
協
議
会
の
内
容
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
実
践
か
ら
見
え
て
き
た
今
後
の
課
題
を
考

察
し
て
い
き
た
い
。

１
　
対
象
生
徒
　
高
校
三
年
文
系
特
進
ク
ラ
ス

　

対
象
生
徒
は
、
高
校
三
年
生
の
特
別
進
学
ク
ラ
ス
の

生
徒
で
あ
る
。
特
別
進
学
ク
ラ
ス
の
生
徒
は
、
国
公
立

大
学
・
難
関
私
立
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
い
る
。

一
年
生
の
こ
ろ
よ
り
、
講
義
を
中
心
と
し
た
授
業
で
は

な
く
、
授
業
内
で
積
極
的
に
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
活

動
を
取
り
入
れ
て
き
た
。
基
本
的
な
習
得
す
べ
き
内
容

を
、
生
徒
が
ペ
ア
で
共
有
し
た
り
、
意
見
文
な
ど
を
グ

ル
ー
プ
で
交
流
し
た
り
と
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
ク
ラ
ス
全
体
も
自
然
と
能
動
的
な
学
習
活
動
を

受
け
入
れ
る
雰
囲
気
が
で
き
て
き
た
。

　

三
年
生
に
な
る
と
、
受
験
を
意
識
し
た
活
動
と
し
て
、

二
学
期
の
授
業
は
セ
ン
タ
ー
試
験
・
私
大
・
国
公
立
大

の
過
去
問
題
の
演
習
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
っ
て
き

た
。
グ
ル
ー
プ
・
ペ
ア
学
習
の
機
会
を
多
く
設
定
し
、

そ
の
中
で
、
生
徒
は
知
識
を
確
認
し
た
り
、
解
答
（
選

択
肢
・
記
述
式
）
を
検
討
し
た
り
し
て
き
た
。
そ
の
際
、

生
徒
が
能
動
的
に
活
動
す
る
た
め
に
、
教
師
側
の
説
明

を
少
な
く
し
て
き
た
。
生
徒
が
自
分
た
ち
で
協
力
し
、

難
問
を
解
決
し
、
突
破
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
、
実
践
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
入
試
を
間
近
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
身

に
つ
け
て
き
た
基
礎
力
（
古
文
単
語
・
文
法
）
な
ど
を

駆
使
し
て
難
し
い
文
章
を
読
解
で
き
る
応
用
力
を
養
成

す
る
時
期
で
あ
る
。
入
試
問
題
を
題
材
と
し
な
が
ら
、

記
述
の
解
答
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
古
典
の
世
界
へ

の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た
。

２
　
授
業
の
題
材
　『
源
氏
物
語
』
の
入
試
問
題

　
「
源
氏
物
語
」
は
入
試
最
頻
出
の
作
品
で
あ
る
。
大

学
入
試
で
は
受
験
生
に
馴
染
み
の
少
な
い
第
二
部
・
三

部
か
ら
の
出
題
が
多
く
、
登
場
人
物
の
人
間
関
係
や
心

理
の
複
雑
さ
を
読
み
解
く
こ
と
の
面
白
さ
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。

　

題
材
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
京
都
大
学
の
国
語
の
入

試
問
題
『
源
氏
物
語
』
の
「
宿
木
」
の
巻
の
一
場
面

（
右み
ぎ
の

大お
ほ
い

殿ど
の

に
は
、
〜
思
ひ
知
ら
る
。）
で
あ
る
。
こ
の

題
材
の
リ
ー
ド
文
に
は
、「
中
の
君
（
女
君
）
を
妻
と

し
て
い
た
匂
宮
（
宮
）
は
、
時
の
権
力
者
で
あ
る
右
大

臣
（
右
大
殿
）
の
娘
と
の
縁
談
を
断
り
切
れ
ず
、
し
ぶ

し
ぶ
な
が
ら
承
諾
し
た
」
と
あ
る
。
登
場
人
物
の
心
情

を
読
み
解
く
中
で
、
平
安
貴
族
の
生
き
方
や
古
典
常
識

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
古
典
に
対
す
る
自
分
の
考
え
を

形
成
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
教
材
で
あ
る
。

　

公
開
し
た
研
究
授
業
で
は
、
①
グ
ル
ー
プ
で
解
答
を

作
成
し
、
よ
り
良
い
解
答
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
の
学

習
（
解
答
力
養
成
）
と
、
②
自
分
の
立
場
か
ら
題
材
を

評
価
（
振
り
返
り
）
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
を
中
心
に
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

新
学
習
指
導
要
領
の
解
説（
平
成
三
十
年
七
月
）で
は
、

「
読
む
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項
」（「
古
典
探
究
」）
の

入
試
問
題
を
題
材
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

―
『
源
氏
物
語
』（「
宿
木
」
の
巻
）
を
例
に
―
　
名
城
大
学
附
属
高
等
学
校
　
岡
田
　
智
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中
で
、「
オ  

内
容
や
解
釈
を
自
分
の
知
見
と
照
ら
す

―
考
え
を
深
化
」「
カ  

作
品
に
表
れ
る
考
え
を
ふ
ま

え
て
考
え
を
深
め
る
」
な
ど
「
考
え
を
深
め
る
」
と
い

う
言
葉
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
内
容
理
解
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

登
場
人
物
の
生
き
方
や
古
典
の
常
識
的
な
価
値
観
を
踏

ま
え
て
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
場
面
を
設
定
し

（
振
り
返
り
の
時
間
）、
教
室
で
交
流
の
時
間
を
設
け
た
。

　

ま
た
、
単
元
の
導
入
の
際
に
は
、
登
場
人
物
（
中
の

君
・
匂
宮
）
の
出
生
や
生
き
方
な
ど
を
紹
介
し
、
題
材

に
対
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
古
典
に
対
す

る
自
分
の
意
見
を
持
た
せ
る
一
助
に
な
る
よ
う
に
配
慮

し
た
。

３
　
単
元
の
目
標
（
４
時
間
完
了
）

　

主
に
三
点
に
絞
っ
て
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

①
入
試
に
お
け
る
古
文
の
読
解
力
・
記
述
力
を
身
に

つ
け
る
。

②
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
て
解
答
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

③
古
典
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
。

４
　
単
元
の
評
価
規
準

　

主
に
六
点
に
絞
っ
て
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

①
基
本
的
な
文
法
事
項
や
作
品
の
出
典
に
つ
い
て
理

解
で
き
て
い
る
。（
Ａ
）

②
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ａ
・
Ｂ
）

③
入
試
の
問
い
に
適
切
な
解
答
を
す
る
こ
と
が
で
き

　

る
。（
Ａ
・
Ｂ
）

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
既
存
の
知
識
と
結
び
つ

け
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
Ｂ
・
Ｃ
）

⑤
古
典
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
形
成
し
、
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
Ｂ
・
Ｃ
）

⑥
振
り
返
り
が
で
き
る
。（
Ｂ
・
Ｃ
）

（
Ａ
＝
知
識
・
技
能　

Ｂ
＝
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力　

Ｃ
＝
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
）

５
　
単
元
に
お
け
る
主
な
学
習
活
動

 

一
時
間
目

↓
前
回
の
単
元
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
。
源
氏

物
語
第
三
部
の
あ
ら
す
じ
を
把
握
し
た
。
入
試
問
題

を
解
い
た
。

 
二
時
間
目

↓
グ
ル
ー
プ
で
問
１

の
解
答
を
作
成
し
、
作
成
し
た
解

答
を
も
と
に
交
流
し
た
。
振
り
返
り
シ
ー
ト
に
感
想

を
記
入
し
た
。

 

三
時
間
目
（
研
究
授
業
）

↓
グ
ル
ー
プ
で
問
２

・
問
３

の
解
答
を
作
成
し
、
作
成

し
た
解
答
を
も
と
に
交
流
し
た
。
感
想
を
振
り
返
り

シ
ー
ト
に
記
入
し
た
。

 

四
時
間
目

↓
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
内
容
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受

け
た
。
解
答
例
を
教
師
か
ら
提
示
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ

で
作
成
し
た
解
答
と
の
比
較
を
行
っ
た
。

６
　
研
究
授
業
の
授
業
展
開
（
主
な
学
習
内
容
）

 

導
入
（
10
分
）

・
屛
風
絵
を
も
と
に
あ
ら
す
じ
を
ペ
ア
で
確
認
し
た
。

・
前
時
の
振
り
返
り
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
た
。

・
ペ
ア
で
音
読
し
た
。

 

展
開
①
（
17
分
）

・
問
２

の
設
問
に
関
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
よ
り
良
い
解

答
を
検
討
し
た
。

・
ジ
グ
ソ
ー
法
で
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

・
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
、
よ
り
良
い
解
答
に
し
た
。

・
教
師
の
解
説
を
聞
い
た
。

 

展
開
②
（
18
分
）

・
問
３

の
設
問
に
関
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
よ
り
良
い
解

答
を
検
討
し
た
。

・
グ
ル
ー
プ
で
解
答
を
作
成
し
、
完
成
し
た
グ
ル
ー
プ

か
ら
黒
板
に
貼
っ
た
。

・
乱
数
発
生
ア
プ
リ
に
よ
る
指
名
で
発
表
を
行
っ
た
。

・
教
師
の
解
説
を
聞
い
た
。

 

振
り
返
り
（
５

分
）

・
観
点
を
意
識
し
て
、
振
り
返
り
を
し
た
。

・
ペ
ア
で
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
。

・
全
体
の
場
で
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
。

７
　
授
業
に
お
け
る
工
夫

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
授
業

の
工
夫
と
し
て
、
こ
こ
で
は
五
点
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
屛
風
絵
を
活
用
し
、
あ
ら
す
じ
を
確
認

　

三
時
間
目
の
授
業
に
お
い
て
、
屛
風
絵
を
授
業
で
活

用
し
た
。
左
の
資
料
は
、「
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
り

絵え

扇せ
ん

面め
ん

散さ
ん

屛び
ょ
う

風ぶ

」（
浄
土
寺
蔵
・
村
上
宏
治
撮
影
）
の
一
部
で
あ
る
。
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③
こ
の
文
章
や
設
問
の
評
価

④
本
文
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と

　

観
点
を
持
た
せ
て
振
り
返
り
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
教

師
側
が
生
徒
に
そ
の
感
想
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
際

に
も
、
内
容
が
焦
点
化
さ
れ
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

参
考
ま
で
に
生
徒
の
振
り
返
り
の
例
を
の
せ
る
。
か
っ

こ
内
は
右
の
感
想
の
観
点
で
あ
る
。

・
心
理
を
説
明
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

設
問
の
形
式
だ
っ
た
。（
③
）

・
ポ
ー
カ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
装
う
中
の
君
の
生
き
方
が
け

な
げ
で
可
愛
ら
し
い
と
感
じ
る
（
④
）

・
日
本
史
を
学
習
し
て
い
て
も
、
様
々
な
政
略
結
婚
が

あ
る
が
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
平
安
貴
族
の
実
情
が

わ
か
り
、生
き
て
い
く
の
は
大
変
だ
と
感
じ
た
。（
④
）

（
５
）
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
時
間
の
削
減

　

授
業
の
導
入
や
設
問
の
解
説
の
際
に
は
、
教
室
の
テ

レ
ビ
に
パ
ソ
コ
ン
を
繫
げ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
板
書
を
し
て
い
た
が
、
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
時
間
が

十
分
に
取
れ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
活
動
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ

い
た
。

①
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
使
用

　

左
は
、
前
時
の
授
業
の
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
生
徒
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
教

室
の
後
ろ
か
ら
で
も
見
ら
れ
る
サ
イ
ズ
に
し
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
で
示
し
た
。

題
を
解
決
す
る
場
合
や
よ
り
多
く
の
人
数
の
意
見
を
集

約
す
る
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
践
を
踏
ま
え
る

と
、
適
切
な
人
数
は
３

人
か
４

人
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
５

人
以
上
だ
と
活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
。

　

今
回
の
研
究
授
業
で
は
、
一
度
、
自
分
が
作
成
し
た

答
え
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
さ
せ
る
中
で
、
基
本
的
な
知

識
を
確
認
し
た
り
、
よ
り
良
い
学
び
の
態
度
を
他
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
り
し
て
い
た
。

（
３
）
乱
数
発
生
ア
プ
リ
に
よ
る
指
名

　

指
名
の
方
法
に
関
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
て
「
乱

数
発
生
ア
プ
リ
」
を
使
用
し
た
。
生
徒
が
見
え
る
位
置

で
示
す
と
、
適
度
な
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
グ
ル
ー
プ
で

の
活
動
が
意
欲
的
に
な
っ
た
。
授
業
の
日
付
な
ど
で
指

名
す
る
と
授
業
の
開
始
か
ら
誰
が
当
た
る
の
か
わ
か
っ

て
し
ま
い
、
結
果
的
に
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
な

い
場
合
が
あ
る
。
誰
が
指
名
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
の
活
動
は
、
生
徒
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
強
く
な
る
こ

と
に
も
繫
が
り
、
効
果
的
で
あ
っ
た
。

（
４
）
古
典
に
主
体
的
に
関
わ
る
た
め
の
振
り
返
り

　

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
後
の
、
授
業
の

最
後
で
は
、
今
日
の
自
分
の
学
び
を
振
り
返
る
活
動
が

有
効
で
あ
る
。
そ
の
際
、
振
り
返
り
の
観
点
を
決
め
て

文
章
を
書
か
せ
る
と
良
い
。
学
び
の
状
況
に
よ
っ
て
変

え
つ
つ
、
今
回
は
以
下
の
四
点
に
し
た
。

①
覚
え
て
お
き
た
い
文
法
事
項
・
単
語
の
意
味

②
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
文
章
と
の
共
通
点
・
相
違
点

D
A

B C

（
Ａ
＝
匂
宮  

Ｂ
＝
中
の
君  

Ｃ
＝
女
房  

Ｄ
＝
夕
霧
の
和
歌
）

　

こ
れ
ま
で
の
授
業
で
も
、
図
版
を
活
用
し
た
授
業
は

た
び
た
び
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
授
業
で
は
、
Ａ

〜
Ｄ
が
誰
な
の
か
を
ペ
ア
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
あ

ら
す
じ
を
確
認
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
漠
然
と
前
時
の
内

容
を
復
習
し
て
き
た
が
、
授
業
の
導
入
で
屛
風
絵
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
点
を
も
っ
て
意
欲
的
に
取

り
組
む
活
動
に
な
っ
た
。

（
２
）
ペ
ア
と
グ
ル
ー
プ
の
学
習
形
態

　

学
習
形
態
は
様
々
あ
る
が
、
主
に
ペ
ア
の
学
習
と
グ

ル
ー
プ
で
の
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

ペ
ア
の
学
習
は
、
音
読
活
動
や
基
本
的
知
識
・
感
想

を
共
有
さ
せ
る
活
動
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
る
と

取
り
組
み
や
す
い
生
徒
が
多
い
。

　

グ
ル
ー
プ
の
学
習
は
、
ペ
ア
で
は
解
決
で
き
な
い
問

8



（
20
分
）
と 

解
説
（
30
分
）
の
形
式
で
一
時
間
の
授
業

構
成
を
し
て
お
り
、
入
試
問
題
を
題
材
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
場
合
と
比
べ
て
、
問
題
に
触
れ
る

数
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
形
式
の
授
業
構
成
に
も

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
と
の
協
働

性
や
「
学
び
に
向
か
う
力
」
は
生
ま
れ
に
く
い
。
ま
ず

は
、
ど
ん
な
活
動
で
ど
ん
な
力
を
身
に
つ
け
る
の
か
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

⑶ 

題
材
を
評
価
す
る
活
用
力
（
発
信
力
）

　

振
り
返
り
の
項
目
に
お
い
て
、「
文
章
や
設
問
の
評

価
」
と
あ
り
、
こ
の
力
は
「
既
存
の
知
識
」
と
「
新
し

く
学
ん
だ
内
容
」
を
関
連
づ
け
る
力
と
な
り
、
普
遍
的

な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
繫
が
る
。
た
だ
、
今
回
の

研
究
授
業
で
は
生
徒
の
記
述
し
た
も
の
は
、
数
行
の
コ

メ
ン
ト
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
た
の
で
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
分
量
の
文
章
を
論
理
的
な
構
成
で
書
く
活
動
を
さ

せ
る
こ
と
が
、
今
後
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

勤
務
校
は
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
で
あ
る
（
通

算
14
年
目
）。
普
通
科
と
総
合
学
科
の
二
つ
の
学
科
を

有
し
て
い
る
。
普
通
科
に
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ク
ラ
ス
・
一
般
進
学
ク
ラ
ス
・
特
別
進
学
ク
ラ
ス
・
国

際
ク
ラ
ス
が
あ
る
。

　

ま
た
、本
稿
で
提
案
し
た
授
業
に
関
し
て
は
、ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
先
進
校
の
桐
蔭
学
園
高
等
学
校（
神

奈
川
県
）で
授
業
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
授
業
開
発
を
行
な
っ
た
。

え
る
観
点
を
も
っ
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
繫
が
り
、

短
時
間
で
も
質
の
高
い
活
動
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

８
　
実
践
を
終
え
て
今
後
の
課
題

　

授
業
後
の
研
究
討
議
で
は
、
授
業
後
に
、
授
業
内
容

に
関
す
る
討
議
と
「
誰
で
も
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
参

観
さ
れ
た
先
生
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
の
実
践

的
な
課
題
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
四
点
述
べ
る
。

⑴ 

最
終
的
な
学
び
の
姿
の
明
確
化
の
必
要
性

　

最
終
的
に
ど
ん
な
姿
に
な
れ
ば
Ａ
評
価
に
な
る
の
か
、

Ｂ
評
価
と
の
違
い
は
何
か
、
基
準
な
ど
を
明
確
化
で
き

て
い
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。
今
後
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
と
し
て
、
最
終
的
に
ど
ん
な
姿
に
な
る
こ
と
が

生
徒
の
学
び
の
質
を
上
げ
る
こ
と
に
繫
が
る
の
か
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
習
熟
の
レ
ベ

ル
に
よ
っ
て
目
指
す
べ
き
姿
の
区
別
を
つ
け
て
い
く
必

要
性
も
感
じ
て
い
る
。

⑵ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
質
の
高
い
学
び
を

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
授
業
の
構
想
に
お
い
て
、

一
時
間
の
授
業
の
時
間
を
、 

①
導
入
（
10
分
） 

↓ 

②
展

開
（
グ
ル
ー
プ
活
動
・
35
分
）） 

↓ 

③
結
末
（
振
り
返

り
・
５

分
）
の
三
段
階
で
授
業
構
想
し
た
と
す
る
。
そ

の
場
合
、
活
動
は
多
く
て
も
三
回
で
あ
る
。
教
師
自
身

が
生
徒
に
ど
ん
な
活
動
を
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
活
動
に

よ
っ
て
ど
ん
な
学
力
が
身
に
つ
く
の
か
明
確
に
し
て
い

な
い
と
、
一
斉
の
講
義
型
の
授
業
の
方
が
効
率
が
良
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
が
で
て
き
て
し
ま
う
。

多
く
の
進
学
校
で
は
、
三
年
生
の
二
学
期
は 
演
習

　

生
徒
は
、
自
分
の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
期
待
を
も
っ
て
お
り
、
繰
り
返
し
実
践

す
る
こ
と
で
生
徒
の
書
く
意
欲
も
高
く
な
っ
た
。

②
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す

　

左
は
、
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
で
解
答
を
作
成
す
る
際
に
ヒ
ン
ト
と
し
て
活
用
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

口
頭
で
説
明
す
る
よ
り
も
、
ヒ
ン
ト
を
常
に
見
え
る

状
況
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
際
、
考
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